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浦安市市街地液状化対策検討委員会（第３回）議事要旨

１. 日 時 平成２７年５月２６日（火） １５:００ ～ １７:３０

２. 場 所 浦安市民プラザWave101大ホール

３. 出席委員 委 員 東 畑 郁 生 中 井 正 一

北 誥 昌 樹 佐々木 哲 也

ർ 田 望 團 彦太郎

山 田 幸一郎 横 山 和 夫

石 井 一 郎 宇田川 義 治

（敬称略）

４. 委員以外の出席者

浦安市

（事務局）

浦安市 都市整備部 復旧・液状化対策プロジェクト

醍醐室長、斉藤主査、小池主査、平舘主査、羽田主任主事、本多主事、佐々木主事

パシフィックコンサルタンツ株式会社

新井、佐藤、本橋

５. 議 題

(1)第1回、第2回委員会の指摘事項の対応について

(2)格子状地盤改良（設計）について

(3)格子状地盤改良（施工）について

(4)今川三丁目地区の液状化対策事業計画（案）について

６. 配付資料

委員名簿と座席配置、傍聴要領

資料1 第1回、第2回委員会の指摘事項の対応

資料2 格子状地盤改良（設計編）

資料3 格子状地盤改良（施工編）

資料4 今川三丁目地区の液状化対策事業計画（案）

７. 議事概要

○開会および挨拶（事務局）

・取材に関する注意事項の確認が事務局より行われた。

・開会にあたって、石井一郎副市長より挨拶があった。

・配布資料の確認、会議の公開に関する告知および傍聴要領の確認が事務局より行われた。

○議事(1) 第1回、第２回委員会の指摘事項の対応について

・事務局であるパシフィックコンサルタンツ株式会社から、資料1に基づき、第1回、第2回委

員会での指摘事項と対応に関する説明が行われた。

○議事(2) 格子状地盤改良（設計）について

浦安市市街地液状化対策事業計画案策定調査業務の受託業者である、市街地液状化対策事業特
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定設計施工業同企業体から、資料2に基づき、格子状地盤改良の設計についての説明が行わ

れた。

（主な質疑等）

以下の内容について確認された。

・液状化対象層はFs層、As1層、As2層である。

1)レベル1地震動に対しては、無対策であっても液状化しないことを確認している。

2)設計対象地震動に対して、原則、「全層で FL＞1.0 」となるように改良仕様を決め

ており、着底型となっている。ただし、舞浜3丁目の一部は深い箇所のAs2層が液状化

するため、「Dcy≦5cm かつ 非液状化層厚H1≧5.0m」となるように改良仕様を決め、

浮き型となっている。

3)レベル2地震動に対しては、発生せん断応力がせん断強度を越えないことを確認し、設

計基準強度を設定している。

・「設計規定値」と「性能規定値」が示されているので、用語は統一するのがよい。

・解析においては一律の改良深度条件で検討しているが、最終対策深度に対して代表的なもの

で検証する。

○議事(3) 格子状地盤改良（施工）について

・浦安市市街地液状化対策事業計画案策定調査業務の受託業者である、市街地液状化対策事業

特定設計施工業同企業体から、資料3に基づき、格子状地盤改良の施工についての説明が行

われた。

（主な質疑等）

以下の内容について確認された。

・改良深度は浅くなったものの、高圧噴射攪拌工法の施工箇所が増えたこと、人件費が高騰し

たことが原因で、当初の工費よりも高くなっている。なお、この工費は先行5地区を平滑化

したものであり、スケ－ルが大きくなることによるコストダウンはない。

・施工時間については、午後7:30以降とすると10:00～11:00までとなり、残業代として人件費

が増大するためコストダウンは期待できない。

・残るコスト縮減策は排泥の体積を小さくすること（減容化）である。少々簡便な装置、例え

ば車に搭載できるような小型のものも考えられるが、この様な装置は実用化に至っていな

いので、実用化の技術的な検討、どういう条件であればコストダウンにつながるかを検討

する必要がある。

・天候によって施工の実施か否かの判断はあるが、既往の事例では、経験上、天候による施工

時の変状に与える影響はないと考えている。

・工事の規模によっては高圧噴射攪拌工法単独案の方が安価となることがあり、機械攪拌工法

を組み合わせた案を含めた最適な配置でコストを評価する必要がある。

・高炉B種セメントを使用することで六価クロムの溶出量は規制値以内となる。これらは配合

試験で確認を行う。

・機械式の場合、地表部は埋め戻しの予定である。

○議事(4) 今川三丁目地区の液状化対策事業計画（案）について

・浦安市市街地液状化対策事業計画案策定調査業務の受託業者である、市街地液状化対策事業

特定設計施工業同企業体から、資料4に基づき、今川三丁目の対策事業計画(案)についての

説明が行われた。

（主な質疑等）
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以下の内容について確認された。

・宅地の付帯工は全体工費の5%程度となっている。更地であれば機械攪拌が採用されるが、既

設なので施工の制約があり、噴射攪拌工法が選定され、さらに、付帯工が発生すると理解

できる。埋設管に配慮した可変式の攪拌翼も技術的にはあるが、現状では品質の面で課題

がある。

○第4回委員会の審議結果と今後の予定

・今川三丁目13街区、美浜三丁目（旧8番地）、弁天の二丁目（25～31街区）は、設計・施工

の考え方及び内容について了承された。

・今川三丁目13街区は、事業費まで示したが、引き続きコストの縮減策の検討をした上で事業

費の精査を行い、地元調整に入る予定である。

・美浜三丁目（旧8番地）、弁天二丁目（25～31街区）は、今後、早急に事業費を詰めて事業

計画案として取りまとめた後に地元調整に入る予定である。

・取りまとめた事業計画案については、後日の委員会にご報告させていただく。

・今川二丁目は、他の地区と状況が若干違うので、これまでの検討状況を地元の方に十分に説

明し、今後の進め方を相談し、方針を決定したい。

・舞浜三丁目は、早急に施工計画を作成し、さらに事業計画案を作成し、次の委員会で改めて

ご議論いただく。

・第1グループ（先行5地区）および第2グループ（残りの地区）は、調査開始時期、調査依頼

時期が3カ月程度違っている。今のところ確定していないが、第2グル－プについてもなる

べく早く進めていく予定である。

８. そ の 他

・次回（第4回）委員会は7月31日（金）14：00から、浦安市民プラザWAVE101大ホールで開催

する予定であり、予定日が近づいたら、改めて事務局より関係者に連絡する。

以上


